
  

 
  

 
 

 
 
 
 

  交際費等と福利厚生費の区分 

Ｑ：交際費等と福利厚生費はどのように区

分したらいいのですか? 

 

Ａ：もっぱら従業員の慰安のために行われ

る一般的なレクリエーション(新年会や忘年

会等)費用は、福利厚生費として交際費等から

除外します。 

【解説】 

交際費等とは、交際費、接待費、機密費そ

の他の費用で、法人がその得意先、仕入先そ

の他事業に関係のある者等に対する接待、供

応、慰安、贈答その他これらに類する行為の

ために支出するものをいうとされ、そして、

事業に関係ある者には、会社の役員や従業員、

株主も含まれるとされています。 

したがって、従業員に対する慰安の費用は、

原則として交際費等になるのですが、すべて

を交際費等としますと、世間一般に行われて

いる新年会や忘年会までもが交際費等に該当

してしまうことになり不合理なことから、も

っぱら従業員の慰安のために行われる運動会、

演芸会、旅行等のために通常要する費用につ

いては、福利厚生費として交際費等から除く

ことになっています。ただし、この取扱いは

「もっぱら従業員の慰安のために」なるもの

でなければなりませんので、一定の役職者だ

けを対象とした新年会や忘年会等は、これに

含まれず、その内容に応じて取り扱われるこ

とになります。また、この取扱いは、「通常

要する費用」の程度のものでなければなりま

せんので、料亭での豪華な遊興など常識を超

えるようなものについては適用がありません。 
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